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1

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

達
成
度

前年度の計画・担当課評価等

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

広報・ホームページなどの媒体や事業実施を通じて、多くの人に本市の男女共同参画社会像を
知ってもらうことができた。

・丸亀市企業人権・同和推進協議会総会時、男女共同参画研修を実施。
・さぬき福祉専門学校への出前講座を実施。
・男女共同参画セミナー開催時に地域コミュニティへ男女共同参画を啓発。
・市広報６月号の特集で女性の活躍について啓発。
・男女共同参画週間（6/23～29）に合わせて、市役所、各市民総合センターでの男女共同参画パネル展を開催。
・市職員研修においてジェンダーチェックを実施。

担
当
課
評
価

実施計画

実施計画及び実績

実　績

事業成果

残された課
題や反省点

コミュニティや企業の会、出前講座などで、男女共同参画について啓発する機会が増えるよう継
続した取り組みが必要である。

達
成
度

担
当
課
評
価

事業成果

数 値 目 標

計
画
・
実
績

実施計画

・企業などへの広報、啓発
・地域コミュニティへの広報、啓発
・男女共同参画プランの広報、啓発
・男女共同参画週間などを利用した重点的な広報活動（市役所、各市民総合センターにおいて男女共同参画パネル展示）
・ジェンダーチェックの実施

実　　績

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

・企業などへの広報、啓発
・地域コミュニティへの広報、啓発
・男女共同参画プランの広報、啓発
・男女共同参画週間などを利用した重点的な広報活動（市役所、各市民総合センターにおいて男女共同参画パネル展示）
・ジェンダーチェックの実施

H28

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

家庭・地域・職場に向けての男女共同参画社会像の提示 管理番号 1-1

残された課
題や反省点

実施予定
年度

H27

目標数値

課      　  題
平成21年度に実施した市民アンケートでは、「男女共同参画社会」という言葉を全く知らない市民が21.6％という結果に
なっている。前回（５年前）の結果26.0％より減少してはいるものの継続した啓発が必要である。

H28

課      　  題
平成21年度に実施した市民アンケートでは、「男女共同参画社会」という言葉を全く知らない市民が21.6％という結果に
なっている。前回（５年前）の結果26.0％より減少してはいるものの継続した啓発が必要である。

担 当 部　課 総務部　人権課（男女共同参画室）
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1

H23 H24 H25 H26

● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

今後も継続して実施し、人権リーダーを各コミュニティで養成し、人権リーダーと協力して地域で
の人権啓発を進める。

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実　　績

課      　  題 市域全体を対象とした集合研修のみならず、コミュニティ単位等での啓発活動を実施する必要がある。

担
当
課
評
価

事業成果 各地域で活動する人権啓発リーダーに男女共同参画社会像の一部を提示できた。

達
成
度

コミュニティで活動する人権リーダーを養成するため、女性の人権・男女共同参画をはじめ様々な人権課題について学ぶ講座を実施し、6名の人権

リーダーを養成した。
個別テーマにも、女性に対する暴力や児童虐待など身近に起きる問題を取り入れた。
・男女共同参画～女性の人権について～、香川大学特任教授長安めぐみ

・児童を虐待から守る、西部子ども相談センター職員船場一郎

残された課
題や反省点

残された課
題や反省点

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画
人権啓発推進リーダー養成講座を創設し、コミュニティ等地域の人権リーダーを養成する。
講座の内容に男女共同参画を取り入れる。

実　績

実施計画及び実績

実施計画 　コミュニティ等地域における人権啓発リーダーを養成し、男女共同参画の理念を理解するよう意識啓発に努める。

H28

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

実施予定
年度

目標数値

H28

課      　  題 人権リーダーを各コミュニティで養成し、人権リーダーと協力して地域での人権啓発を進める。

数 値 目 標

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

家庭・地域・職場に向けての男女共同参画社会像の提示 管理番号 １-2

担 当 部　課 総務部　人権課
H27
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3

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な媒体を活用した双方向的な意見交換 管理番号 3-1

課      　  題
行政からの一方的な押し付けにならないよう、人権尊重、男女平等意識に立った広報活動や、広聴活動をさらに充実さ
せていくことが必要。

数 値 目 標
H28 目標数値

担 当 部　課 市長公室　秘書広報課
実施予定

年度

H27 H28

実施計画及び実績

実施計画
・ひまわり通信（インターネット）やひまわりボックス、投書などにより寄せられる、市民からの意見・要望などに対し、行政
からの一方的な意見や回答にならないよう配慮し、迅速な対応を行う。
・丸亀市公式フェイスブックで、幅広い内容の情報を継続して発信する。

実　　績

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画
・ひまわり通信（インターネット）やひまわりボックス、投書などにより寄せられる、市民からの意見・要望などに対し、行政
からの一方的な意見や回答にならないよう配慮し、迅速な対応を行う。

実績

・ひまわり通信やひまわりボックス、投書などで寄せられた市民からの意見や要望に対し、関係課と連携し、相手の立場
に立った回答を心がけた。
（Ｈ25年度受付件数：366件）
・Ｈ25．7月から丸亀市公式フェイスブックを開設した。

課      　  題
行政からの一方的な押し付けにならないよう、人権尊重、男女平等意識に立った広報活動や、広聴活動をさらに充実さ
せていくことが必要。

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

担
当
課
評
価

事業成果
ひまわり通信（インターネット）やひまわりボックスなど様々な媒体を用意することで、時間や性
別、場所を問わず、広く意見等を聴取できた。
また、公式フェイスブックの開設により、情報発信を強化することができた。 達

成
度

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

残された
課 題や
反省点

匿名での意見等については、担当課へ回覧し、対応等についての報告をもらうようにしている
が、返信できない現状がある。
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3

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な媒体を活用した双方向的な意見交換 管理番号 3-2

担 当 部　課 総務部　人権課（男女共同参画室）
H27

実施予定
年度

目標数値

H28

実　績

課      　  題
男女共同参画に関心が薄い市民等にも、男女共同参画社会の実現が自分自身に身近な課題であると捉えてもらえる
ような、広報、啓発をする必要がある。

数 値 目 標
H28

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実施計画及び実績

担
当
課
評
価

実施計画 各種情報紙、パンフレットなどを活用した広報、啓発を行う。

実　　績

達
成
度

前年度の計画・担当課評価等

担
当
課
評
価

事業成果
丸亀市で活躍する人を紹介するなど男女共同参画を身近に捉えてもらえるような紙面づくりに努
めることができた。

達
成
度

・市広報６月号の特集で第2次プランほか男女共同参画について啓発した。
・男女共同参画情報紙「ゆめ」を年２回発行した。
　　12月（21,000部）と３月（21,000部）
　　保・幼・小・中学校やコミュニティ、公共施設、講演会参加者などを通して広く配布した。
・成人式パンフレットの中で、デートＤＶ防止について啓発した。

事業成果

残された課
題や反省点

発行時期について年間バランスを考えるとともに、今後も男女共同参画の取組をわかりやすく伝
えられるような紙面づくりを工夫する必要がある。

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

計
画
・
実
績

実施計画

課      　  題
男女共同参画に関心が薄い市民等にも、男女共同参画社会の実現が自分自身に身近な課題であると捉えてもらえる
ような、広報、啓発をする必要がある。

・各種情報紙、パンフレットなどを活用した広報、啓発
（男女共同参画情報紙「ゆめ」の中で、市民一人ひとりが身近に捉えることができる情報を提供する。）

残された課
題や反省点
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3

H23 H24 H25 H26

● ● ⇒

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な媒体を活用した双方向的な意見交換 管理番号 3-3

担 当 部　課 総務部　人権課
実施予定

年度

H27 H28

課      　  題
市民一人ひとりが男女共同参画及び人権尊重意識を高めるには、様々な媒体を活用して啓発活動を実施する必要があ
る。

数 値 目 標
H28 目標数値

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

課      　  題
市民一人ひとりが男女共同参画及び人権尊重意識を高めるには、様々な媒体を活用して啓発活動を実施する必要があ
る。

計
画
・
実
績

実施計画

男女共同参画社会の実現を目指し、男女共同参画及び人権尊重の意識について正しい理解と認識を深めるための情報を提供する。
・広報「丸亀」人権コラムで男女共同参画に関わりの深いテーマを取り上げる。
・人権啓発ビデオリストをホームページに掲載し、家庭や事業所からでも調べることができるようにする。
・講演会において、参加者アンケートを実施して市民の意見を聞く。

実　績

広報「丸亀」2月号の人権コラムにおいて性同一性障害をテーマに掲載した。
人権啓発ビデオリストをホームページに掲載した。
8月わたしたちの同和問題週間講演会、11月人権課題別講演会、12月人権週間講演会において参加者アンケートを実
施した。

担
当
課
評
価

事業成果

性同一性障害に関するコラムを広報「丸亀」に掲載することで、男、女という価値観にとらわれ
ず、一人ひとりが自分らしく生きられるように啓発することができた。アンケートを実施すること
で、講演会のテーマや時間設定などのニーズをきくことができた。 達

成
度

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
多様な性に関する理解は進んでいるとはいえないので、今後も各種媒体を活用して啓発活動を
実施していきたい。
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3

H23 H24 H25 H26

● ● ⇒

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果 市議会として直接市民の意見を聞く機会を設けることにより、市民参加の促進が図られた。

達
成
度

 □ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

開催2年目ということで、昨年度の実績を検証し、今年度は周知方法や運営方法の見直しを図っ
た。今後は報告内容についても見直しを図り、魅力ある報告会となるよう、継続した取組を行って
いく。

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画 ・運営方法の見直しを図りながら議会報告会等を実施し、議決内容等を市民に直接情報提供し、また意見交換を行う。

実　績

議会報告会については11月9日、11月16日の2日間４会場で開催。これまでは平日の夜の開催であったが、今年度は試行的に土曜日の午後と夜に2

会場同時開催とした。また、開催周知方法についてもこれまでのポスターやチラシ配布に加え、街頭における呼びかけも行うなど参加者数の増加を
図った。2日間で男176名、女77名、合計253名の参加を得、市民から直接意見を聞くとともにアンケート調査においてもさまざまな意見、要望をいただ
いた。即答できるものはその場で、持ち帰ったものは後日,本人に回答するなど適切に対応した。また市政への要望等については執行部にその内容

を伝え、情報を共有した。

課      　  題
丸亀市議会や行政に関心をもってもらうため、議会だよりやホームページによる一方通行の情報提供だけでなく、市議
会として市民からの意見を聞く機会を作り市政に反映させる必要がある。

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題
丸亀市議会や行政に関心をもってもらうため、議会だよりやホームページによる一方通行の情報提供だけでなく、市議
会として市民からの意見を聞く機会を作り市政に反映させる必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な媒体を活用した双方向的な意見交換 管理番号 3-4

担 当 部　課 議会事務局
実施予定

年度

H27 H28
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4

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

今後も各種団体と研修、講演会に男女共同参画の話題を取り入れることを継続していくこと。

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実　　績

課      　  題 各種団体と共通認識として男女共同参画の意識を育てる必要がある。

担
当
課
評
価

事業成果

男女共同参画に関する話題には、積極的な姿勢が見られ、今後ともこの事業の継続の意義深さを感じた。
特に一龍斎春水さんの講演会では参加者アンケートにおいて、26歳で命を絶たざるをえなかった金子みすゞの
生涯を講談として感動的に伝えることで、女性が自分らしく輝くこと、やさしいまなざしで人と接していくことを参
加者の心に訴えかけることが確認できた。 達

成
度

人権・同和教育指導員が企業等各種団体での研修時に男女共同参画について説明を加えた。（17回）
丸亀市、丸亀市人権・同和教育研究協議会主催の人権週間講演会を、一龍斎春水さんを講師に「優しい言葉・やさしい
まなざし」～あなたらしく輝いて　金子みすゞの生涯～と題して実施した。

残された課
題や反省点

残された課
題や反省点

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

男女平等、人権教育を推進するため身近でわかりやすいテーマから専門的な分野まで幅広い学習機会を提供するた
め、企業等に講師を派遣し、男女共同参画を含めた人権啓発を行う。（年間30回）
丸亀市企業人権･同和推進協議会や丸亀市人権・同和教育研究協議会等と連携し、男女共同参画の視点にたった人
権啓発活動を実施する。

実　績

実施計画及び実績

実施計画

男女平等、人権教育を推進するため身近でわかりやすいテーマから専門的な分野まで幅広い学習機会を提供するた
め、企業等に講師を派遣し、男女共同参画を含めた人権啓発を行う。（年間30回）
人権擁護委員地区部会、丸亀市企業人権･同和推進協議会や丸亀市人権・同和教育研究協議会等と連携を取りなが
ら男女共同の意識を広く市民に行き渡るようにする。

H28

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

実施予定
年度

目標数値

H28

課      　  題 男女共同参画の意識は広く市民に行き渡っていない。

数 値 目 標

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な団体との効果的な連携 管理番号 4-1

担 当 部　課 総務部　人権課
H27
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4

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

14団体 19団体
（20団体）
23団体

（24団体）
18団体

（30団体） （36団体）

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な団体との効果的な連携 管理番号 4-2

担 当 部　課 総務部　人権課（男女共同参画室）
H27

実施予定
年度

目標数値

H28

44団体

実　績

課      　  題
お互いに交流しながら男女共同参画社会の実現を目指して連携しようとつくった「ゆめネットワーク」、その他のコミュニ
ティや商工会議所等との団体とも男女共同参画に関して連携を取る必要がある。

数 値 目 標
男女共同参画推進のため
の事業協力団体数
※上段（）内は予定数値

H28

（44団体）

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実施計画及び実績

担
当
課
評
価

実施計画
・地域コミュニティ、商工会議所との協力体制を深める。
（講演会やセミナーの共催）

実　　績

達
成
度

前年度の計画・担当課評価等

担
当
課
評
価

事業成果
今年度は地域コミュニティでの啓発の機会は増えなかったが、継続した取り組みができた。
ゆめネットワークにおいて、他市の団体との交流をはかることにより広がりのある活動となった。

達
成
度

・ゆめネットワーク研修会等の開催に協力した。
・ゆめネットワークとの共催でH26.1.28に男女共同参画講演会を開催した。
・地域で男女共同参画を推進するため、富熊・城坤・垂水コミュニティと連携し男女共同参画セミナーを開催した。
・男女共同参画講演会チラシを丸亀商工会議所及び飯綾商工会を通じて、市内事業所に配布案内した。

事業成果

残された課
題や反省点

今後も広がりをもった運動となるよう、コミュニティほか多様な団体との連携を働きかける必要が
ある。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 ■　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

計
画
・
実
績

実施計画

課      　  題
お互いに交流しながら男女共同参画社会の実現を目指して連携しようとつくった「ゆめネットワーク」、その他のコミュニ
ティや商工会議所等との団体とも男女共同参画に関して連携を取る必要がある。

・地域コミュニティ、商工会議所との協力体制を深める。
（講演会やセミナーの共催）

残された課
題や反省点



 

9 

 

4

H23 H24 H25 H26

● ● ● ⇒

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果
障害者虐待防止ネットワークの各関係機関と情報交換することでお互いの顔の見える関
係を構築できた。

達
成
度

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
お互いの顔の見える関係の下地は出来たので、今後はより連携を深めていく必要があ
る。

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画 障害者虐待防止ネットワークの各関係機関と連携を深める。

実　績
H２５年１０月３１日に、障害者虐待防止等実務者会議を開催し、法務局や丸亀警察署とそれぞれの専門的見地
からの有効なアドバイスが得られた。

課      　  題 障がいのある人も無い人も共に暮らせる地域社会の実現のために、多様な団体との連携が必要である。

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 障がいのある人も無い人も共に暮らせる地域社会の実現のために、多様な団体との連携が必要である。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な団体との効果的な連携 管理番号 4-3

担 当 部　課 健康福祉部　福祉課
実施予定

年度

H27 H28



 

10 

 

4

H23 H24 H25 H26

● ● ● ⇒

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果
今年度もあらたに、男性２名が養成講座を終了した。来年度からヘルスメイトとして活躍が期待さ
れる。

達
成
度

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
さらなる啓発をして、男性参加者を増やしたい。

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画 引き続き、ヘルスメイト養成講座に男性の参加を呼びかける。

実　績
食生活改善推進員（ヘルスメイト）が参加する各行事等において、男性にもヘルスメイトの活動紹介や養成講座の参加
を呼びかけた結果、あらたに男性２名が養成講座を受講しヘルスメイトとなった。

課      　  題 男性ヘルスメイト（食生活改善推進員）が少ないことが課題となっている。

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 男性ヘルスメイト（食生活改善推進員）が少ないことが課題となっている。

数 値 目 標

H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な団体との効果的な連携 管理番号 4-4

担 当 部　課 健康福祉部　健康課
実施予定

年度

H27 H28



 

11 

 

4

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な団体との効果的な連携 管理番号 4-5

実施予定
年度

担 当 部　課 産業文化部　産業振興課
H27

・丸亀商工会議所と連携し、会員企業に対して広報・啓発する。
・香川県労働政策課と連携し、啓発用のパンフレットの配布やパネル展示を実施する。
・県が実施するワーク･ライフ･バランスの啓発事業について企業に情報提供する。

課      　  題
市内企業の多くが中小企業であり、職場や雇用における男女共同参画意識はまだ浸透しておらず、関係団体と
連携して継続的に啓発する必要がある。

実施計画及び実績

残された課
題や反省点

H28
数 値 目 標

実施計画

前年度の計画・担当課評価等

目標数値

H28

課      　  題
市内企業の多くが中小企業であり、職場や雇用における男女共同参画意識はまだ浸透しておらず、関係団体と
連携して継続的に啓発する必要がある。

・丸亀商工会議所と連携し、会員企業に対して広報・啓発する。
・香川県労働政策課と連携し、啓発用のパンフレットの配布やパネル展示を実施する。

実　績

実　　績

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

担
当
課
評
価

事業成果 昨年に引き続き関係団体と協力し継続して情報発信ができた。

達
成
度

・県労働政策課と連携し、８月１９日～２３日に市役所ロビーにおいてワークライフバランスパネル展を実施した。啓発用パンフレットもあわ
せて配布した。
・商工会議所だよりや市のホームページに県が実施しているワークライフバランス出前講座について掲載し、企業に周知した。

残された課
題や反省点

さらに多くの企業に啓発できるよう、PR方法などを工夫しながら啓発に努めたい。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 ■　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

計
画
・
実
績

実施計画



 

12 

 

4

H23 H24 H25 H26

● ● ⇒

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な団体との効果的な連携 管理番号 4-6

担 当 部　課 生活環境部　スポーツ推進課
実施予定

年度

H27 H28

課      　  題
スポーツ振興ビジョンを具現化するにあたって、男女共同参画という視点で、多様な団体とのより緊密な連携のもとでの
施策展開が必要である。

数 値 目 標
H28 目標数値

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

スポーツ振興ビジョンの策定にあたっては女性を含む多様な団体からの意見を聞いたが、ビジョンの具現化において更
に関連団体との連携を密にし、男女共同参画の視点による認識をもって、誰もがより運動やスポーツを楽しめる環境を
提供できるようなスポーツ施策を展開する。

実　績

平成２５年５月２９日（水）「筋力アップ講座＆筋肉バランスチェック」開催時に丸亀市レクリエーション協会と連携し、託児
所（利用者11名）を設け、講座の後には親子で楽しむレクリエーション講習を行った。また、平日開催であることを考慮
し、昼と夜の２回開催した。

課      　  題
スポーツ振興ビジョンを具現化するにあたって、男女共同参画という視点で、多様な団体とのより緊密な連携のもとでの
施策展開が必要である。

担
当
課
評
価

事業成果 昼と夜の２回開催したことで、仕事や子育てで忙しい方に多く参加していただくことができた。

達
成
度

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
今後とも、男女共同参画の視点の認識のもと、多様な団体と連携を密にしスポーツ施策を展開
する。
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4

H23 H24 H25 H26

● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果

これまで女性に焦点をあてた啓発活動がほとんどできていなかったが、今年度は専用のリーフ
レットを作成し、防犯教室などで配布・説明することにより、市民の方への意識付けの機会とする
ことができた。 達

成
度

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
リーフレットの配布や講話を今後も継続的に行う必要がある。

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

・防犯協会と連携して、意識啓発のための情報や相談先を記載したリーフレットなどを作成し、機会をとらえて市民のみ
なさんに情報提供する。
・防犯協会と連携して行う防犯教室などで、女性向けの防犯をテーマとして話す機会を設ける。

実　績

・女性を対象とした防犯リーフレット「知っておきたい女性のための防犯のたしなみ」を防犯協会で作成し、①～③のような機会に配布しながら、女性防犯について

話した。（配布枚数：769枚）

①保護者参加型の防犯教室や出前講座などにおいて意識的に“女性防犯”のテーマを設けて防犯対策について伝えリーフレットの配布を行った。

②若い女性対象のように思われがちな女性防犯だが、ひったくりや盗撮など、シニア世代にも身近な防犯として伝え、子や孫への注意を呼びかけてもらうように伝

えた。

③主催者側になることが多い保育所や幼稚園、学校の職員にも打ち合わせ会などの機会をとらえて、リーフレットを配布した。

課      　  題 防犯に関してきめ細かな意識啓発、女性に焦点をあてた啓発活動が十分できていない。

実施計画及び実績

実施計画
・防犯協会と連携して、意識啓発のための情報や相談先を記載したリーフレットなどを作成し、機会をとらえて市民のみ
なさんに情報提供する。
・防犯協会と連携して行う防犯教室などで、女性向けの防犯をテーマとして話す機会を設ける。

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 防犯に関してきめ細かな意識啓発、女性に焦点をあてた啓発活動が十分できていない。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な団体との効果的な連携 管理番号 4-9

担 当 部　課
生活環境部  環境安全課
（H25　地域振興課）

実施予定
年度

H27 H28



 

14 

 

4

H23 H24 H25 H26

● ⇒

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な団体との効果的な連携 管理番号 4-10

担 当 部　課 教育部　学校教育課
実施予定

年度

H27 H28

課      　  題
子どもの健やかな成長のために地域社会全体で子どもたちを支えることができるよう、各種団体と連携をはかる必要が
ある。

数 値 目 標
H28 目標数値

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

○国際ソロプチミスト丸亀との連携
　女性の人権を守り社会的地位の向上に努めている国際ソロプチミストと連携することで、子どもの男女共同参画意識
の向上を図ったり家庭への啓発普及を進めたりする。

実　績
・国際ソロプチミスト丸亀より、生理用品640ｾｯﾄを贈呈され、市内5年女子児童の性教育に使用した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各学校ごとに宿泊学習事前学習時）

課      　  題
子どもの健やかな成長のために地域社会全体で子どもたちを支えることができるよう、各種団体と連携をはかる必要が
ある。

担
当
課
評
価

事業成果 贈呈された品物を実際に手にしながら学習することができ、性教育の充実を図ることができた。

達
成
度

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
国際ソロプチミスト丸亀との連携を今後も続けていくとともに、新たな団体との連携を模索してい
きたい。
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4

H23 H24 H25 H26

●

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果
協働実行計画については、女性や子どもの人権に配慮した表記に努めた上で策定を進めること
ができた。

達
成
度

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
男女共同参画の認識を持って市民活動に参加できるような体制づくりは、まずは担当課として、
しっかりと認識したうえで、継続的に取組を進めることが必要である。

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

課      　  題
　協働については、ＮＰＯやＮＧＯなど市民活動団体と連携しながら、まちづくりを進めていかなければならないが、男女
共同参画の意識を持って取り組んでいくことが必要である。

計
画
・
実
績

実施計画

　平成25年度から市民活動推進室が発足することにより、ＮＰＯやＮＧＯなど市民活動団体が男女共同参画の認識を
持って市民活動に積極的に参加できるよう、体制づくりに努める。
 また、平成25年度に作成予定の第二次協働推進計画について、男女共同参画の理念に配慮する。

実　績
　市民活動推進室において、各団体との連携や協働実行計画（協働推進計画から名称変更）の策定を進めるなかで、
イラストや表現について、男女共同参画の認識を持って取り組んだ。

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な団体との効果的な連携 管理番号 4-11

担 当 部　課
生活環境部　市民活動推進課
（H25　政策課）

実施予定
年度

H27 H28
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4

H23 H24 H25 H26

● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

事業成果

残された課
題や反省点

男女問わず、多種多様な人々が公園緑地の維持管理に関われるような取り組みを持続可能な
ものとするための仕組みづくりが必要である。

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

計
画
・
実
績

実施計画

・企業・学校と協働で駅前広場花壇の植栽を実施する。
・市民と協働で実施している市民ひろば花壇の植栽を継続実施する。
・維持管理業務委託を精査し、男性だけでなく女性にも従事してもらうよう業者へ依頼する。

課      　  題 効果的に施策を進めるためには、男女共同参画を共通認識として企業や市民との連携を深める必要がある。

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

担
当
課
評
価

事業成果
公園緑地の管理を多様な主体と連携することで、利用者の視点に立ったよりきめ細やかな維持
管理ができた。

達
成
度

・駅前広場花壇については、百十四銀行とウィッツ青山学園高等学校の協働により植栽の管理を実施した。
・市民ひろば花壇の植栽を継続実施した。
・丸亀城内のトイレ清掃について、女性会員による作業を実施した。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実施計画及び実績

担
当
課
評
価

実施計画
・企業と協働で駅前広場花壇の植栽を実施する。
・市民と協働で実施している市民ひろば花壇の植栽を継続実施する。
・維持管理業務委託を精査し、男性だけでなく女性にも従事してもらうよう業者へ依頼する。

実　　績

達
成
度

実施予定
年度

目標数値

H28

実　績

課      　  題 効果的に施策を進めるためには、男女共同参画を共通認識として企業や市民との連携を深める必要がある。

数 値 目 標
H28

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な団体との効果的な連携 管理番号 4-12

担 当 部　課 建設水道部　都市計画課
H27
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4

H23 H24 H25 H26

● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

課      　  題 農山漁村における男女共同参画を共通認識として進めるためには、各種団体との連携が重要である。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な団体との効果的な連携 管理番号 4-13

担 当 部　課 産業文化部  農林水産課
H27

実施予定
年度

目標数値

H28

数 値 目 標
H28

実施計画
丸亀市生活研究グループ、香川県中讃農業改良普及センターと連携を取りながら、児童を対象とした「夏休み親子料理
教室」を開催。

実施計画及び実績

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

実　　績

達
成
度

担
当
課
評
価

事業成果
 □ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

担
当
課
評
価

事業成果
丸亀市生活研究グループと地域の小学生との交流により、普段は料理をしない小学生が意欲的
に調理に取り組めた。

達
成
度

・ 飯山町生活研究グループ連絡協議会（飯山町連）が平成25年7月31日（水）実施。

　小学生16名、幼児2名、合計18名（うち男子７名、女子11名）、保護者9名（女性）、グループ員11名が参加。

　平成25年度は中讃地区生活研究グループ連絡協議会（中讃農業改良普及センター事務局）の「地産地消・食育実践活動地区」に計画されており、材料費の一

部補助を受けた。

・綾歌町連は平成25年8月22日（木）に実施。

　小学生４名、幼児1名、合計5名（男子）、保護者１名（女性）、グループ員35名が参加。

残された課
題や反省点

他の地域の子供たちにも参加を募りたい。

 □ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 農山漁村における男女共同参画を共通認識として進めるためには、各種団体との連携が重要である。

計
画
・
実
績

実施計画
丸亀市生活研究グループ、香川県中讃農業改良普及センターと連携を取りながら、児童を対象とした「夏休み親子料理
教室」を開催。

実　績
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4

H23 H24 H25 H26

● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果

　当初予定していた事業展開とは異なってしまったが、今後、女性団員全員が応急手当指導員
の資格を取得することで、常日頃より指導を行っている応急手当講習の資質向上にもつながり、
また、講習参加者へ女性の指導員の存在を認識してもらえることができる。 達

成
度

　7月の女性消防団員定例会において、在日米海軍司令部　地域統合消防隊　予防課課長　長谷川裕子先生による女性団員への「子供
向け火災予防教室」の研修時のDVDを視聴し、子供たちに対して、どういった事柄をどのように伝えるかという点について、みんなで共通
認識を持った。その結果、女性団員全員が応急手当指導員の資格を取得し、個々の資質を高めることの必要性が強く感じられたことか
ら、まずは応急手当指導員の資格取得を優先することとなった。

残された課
題や反省点

　女性団員全員の応急手当指導員の資格取得を26年度で完了したい。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 ■　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

　防災≒消防団≒男性というイメージがあるため、女性消防団員が防火宣伝等の広報活動を保育所等で実施すること
で、「防災の分野での女性の参画」を保護者および児童等に間接的に示し、決して防災が男性のものだけではないこと
を伝える。

実　績

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

残された課
題や反省点

課      　  題 防災分野への女性の参画について啓発するため、消防団と連携をはかる必要がある。

数 値 目 標
H28

実施計画及び実績

実施計画

H27

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実施予定
年度

目標数値

H28

課      　  題 防災分野への女性の参画について啓発するため、消防団と連携をはかる必要がある。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な団体との効果的な連携 管理番号 4-14

担 当 部　課 消防本部　総務課

　防災≒消防団≒男性というイメージがあるため、各コミュニティ等でＡＥＤ講習を実施する際に補助員として出向き、
「防災の分野での女性の参画」を住民等に示し、決して防災が男性のものだけではないこと間接的に伝える。あわせて
平成26年度は、女性団員の全てが応急手当指導員の資格を取得することを目指す。
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4

H23 H24 H25 H26

○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

残された課
題や反省点

事業成果

計
画
・
実
績

実施計画

実　績

課      　  題

残された課
題や反省点

担
当
課
評
価

事業成果

前年度の計画・担当課評価等

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

達
成
度

実　　績

課      　  題 不法投棄のない安全で住みやすいまちを目指すために、男女がともに連携してまちづくりに関わる必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

多様な団体との効果的な連携 管理番号 4-15

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

H28H27
担 当 部　課

担
当
課
評
価

生活環境部　クリーン課
実施予定

年度

達
成
度

実施計画及び実績

実施計画 ごみ減量等推進員と協力して、日常生活や地域の中で発見した不法投棄に対して迅速な対応を行う。
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5

H23 H24 H25 H26

● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

計
画
・
実
績

実施計画 ・男女共同参画週間パネル展示において、「丸亀市男女共同参画推進条例」を周知する。

実　績

担
当
課
評
価

事業成果
本庁ロビー・綾歌市民総合センターロビー・飯山市民総合センターロビーの３会場を巡回すること
で市内を広く啓発することができた。

達
成
度

・男女共同参画週間（6/23～29）に合わせて、市役所、各市民総合センターで男女共同参画パネル展を開催し、条例
の周知を図った。

残された課
題や反省点

今後も機会をとらえて条例等の周知に努める必要がある。

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

前年度の計画・担当課評価等

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

残された課
題や反省点

課      　  題
男女共同参画の必要性を啓発するために、市が制定している条例など男女共同参画に関連した法令等をわかりやすく
周知する必要がある。

数 値 目 標
H28

実施計画及び実績

実施計画
・男女共同参画週間パネル展等において、丸亀市男女共同参画推進条例の内容を周知する。
・情報紙等において、男女雇用機会均等法の改正施行の情報を提供する。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実施予定
年度

目標数値

H28

課      　  題
男女共同参画の必要性を啓発するために、市が制定している条例など男女共同参画に関連した法令等をわかりやすく
周知する必要がある。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

男女共同参画に関する条約や法律・条例などの情報提供 管理番号 5-1

担 当 部　課 総務部　人権課（男女共同参画室）
H27
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6

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

計
画
・
実
績

実施計画

・男女共同参画に関する資料の収集、提供

　国や県からホームページで提供される男女共同参画に関する資料や各種情報については、市のホームペー ジを活用して、市民の方に情報提供していく。

　国や県から提供された資料だけでなく、ホームページなどで公開された情報なども積極的に「男女共同参画推 進ゆめ」の部屋で閲覧できるように設置する。

  男女共同参画週間パネル展示において、国や県の取り組みについて周知する。

実　績

担
当
課
評
価

事業成果
市ホームページや庁舎ロビーパネル展示などを活用して、国や県からの情報を遅滞なく提供で
きた。

達
成
度

・男女共同参画に関する資料の収集、提供
　国や県から提供された「男女共同参画週間」や講演会開催などの情報を、ホームページや「男女共同参画推進ゆめ」
の部屋、男女共同参画週間パネル展示などで情報提供した。

残された課
題や反省点

今後も継続して情報収集に努め、あらゆる機会を捉えて情報発信するよう努める必要がある。

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

前年度の計画・担当課評価等

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

残された課
題や反省点

課      　  題
国や県からの男女共同参画に関する情報を「男女共同参画推進ゆめ」の部屋に閲覧の形式で情報提供するだけでな
く、その他の市民の方にも積極的に情報提供をする必要がある。

数 値 目 標
H28

実施計画及び実績

実施計画
・男女共同参画に関する資料の収集、提供
　国や県からホームページで提供される男女共同参画に関する資料や各種情報については、市のホームペー ジを活用
して、市民の方に情報提供していく。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実施予定
年度

目標数値

H28

課      　  題
国や県からの男女共同参画に関する情報を「男女共同参画推進ゆめ」の部屋に閲覧の形式で情報提供するだけでな
く、その他の市民の方にも積極的に情報提供をする必要がある。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

国・県の取り組みに関する情報提供 管理番号 6-1

担 当 部　課 総務部　人権課（男女共同参画室）
H27
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6

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

国・県の取り組みに関する情報提供 管理番号 6-2

H27 H28

担
当
課
評
価

事業成果

前年度の計画・担当課評価等

実施計画及び実績

実施計画
・男女共同参画に関する資料の収集やパンフレットの収集･提供を継続する。
・男女共同参画をより啓発できるような図書を精選し、貸出を促進する。

実　　績

H28 目標数値

担 当 部　課

課      　  題 市だけでなく、国や県の男女共同参画に関する情報を市民に提供する必要がある。

数 値 目 標

教育部　図書館
実施予定

年度

残された課
題や反省点

計
画
・
実
績

実施計画
・男女共同参画に関する資料の収集やパンフレットの収集･提供を継続する。
・男女共同参画をより啓発できるような図書を精選し、貸出を促進する。

実　績

事業成果担
当
課
評
価

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

達
成
度

精選した資料を収集し、利用者へ適宜図書館資料として提供することにより、市民が男女共同参
画に関する様々な情報を得られるようにすることができた。

達
成
度

残された課
題や反省点

これからも継続して情報提供していくために、情報を敏感に入手するよう心がけ、精選した図書
の購入等に努めたい。

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 市だけでなく、国や県の男女共同参画に関する情報を市民に提供する必要がある。

・男女共同参画に関連する資料を１８冊受入。
・６月の１ヶ月間は男女共同参画週間に併せ、「どうする？老親の介護」のテーマで関連図書を特設コーナーに展示・貸
出した。
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7

H23 H24 H25 H26

○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

課      　  題

計
画
・
実
績

実施計画

実　績

実施計画及び実績

実施計画
人権課調査予定の人権・同和問題意識調査において、男女別にデータを表示し、男女間の人権意識の格差を把握しや
すくする。女性の人権に関する項目を設け、女性の人権について市民がどのようなことが問題だと思っているかを把握
する。

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 市民の人権意識における男女間格差の実態を把握すること。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

男女共同参画に関する調査の実施と検証★ 管理番号 7-1

担 当 部　課 総務部　人権課
実施予定

年度

H27 H28
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8

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

年24人 年85人
（年90人）
年70人

（100）
年62人

　（100） 　（110）

担
当
課
評
価

事業成果

・男女共同参画の視点にたった実践が全ての幼稚園、小・中学校で実施できた。また、それらの
実践をまとめた冊子を作成し、各幼稚園、各小・中学校に配付することにより、男女共同参画の
視点に立った実践を広めることができた。 達

成
度

・各幼稚園、小・中学校において、教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等の全ての保育活動や教育活動にお
いて、人権の尊重と男女の平等についての指導を徹底した。
・保育や教育に携わる職員の男女共同参画の意識を高めるために、研修会等に62人が参加した。

残された課
題や反省点

・教員は課業日は授業等があるため、長期休業以外での研修会への参加は難しいところがあ
る。
・他の幼稚園、小・中学校で行われている実践等を参考にしながら、各幼稚園、各小・中学校で
の取組をさらに充実していくことが必要である。

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

計
画
・
実
績

実施計画

○男女平等の視点に基づいた学校・幼稚園の運営

○ジェンダーにとらわれない学校教育・保育の実践

　 各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等のすべての学校教育活動やすべての保育活動において、人権の尊重と男女の平等についての

指導を充実させるとともに、自立の意識を育み、個性や能力を尊重する教育・保育を進める。

〇教職員の意識を高めるため、男女共同参画に関する研修会等に積極的に参加する。

実　績

実　　績

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

実施計画

前年度の計画・担当課評価等

目標数値

H28

年120人
（120）

課      　  題
 人権の尊重や男女の平等について、各校とも道徳や学級活動を通して指導を充実させているが、継続して各教科や総
合的な学習等も含めた、すべての教育活動において、人権意識を養っていく取組が必要である。

○男女平等の視点に基づいた学校・幼稚園の運営
○ジェンダーにとらわれない学校教育・保育の実践
　 各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等のすべての学校教育活動やすべての保育活動において、人権の
尊重と男女の平等についての指導を充実させるとともに、自立の意識を育み、個性や能力を尊重する教育・保育を進め
る。
〇教職員の意識を高めるため、男女共同参画に関する研修会等に積極的に参加する。

課      　  題
 人権の尊重や男女の平等について、各校とも道徳や学級活動を通して指導を充実させているが、継続して各教科や総
合的な学習等も含めた、すべての教育活動において、人権意識を養っていく取組が必要である。

実施計画及び実績

残された課
題や反省点

教育・保育関係者の男女
共同参画に関する研修会
への参加者数
※上段（ ）内は予定数値

H28

数 値 目 標

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

学校教育・保育全体を通した男女平等についての指導の充実 管理番号 8-1

実施予定
年度

担 当 部　課 教育部　学校教育課
H27



 

25 

 

8

H23 H24 H25 H26

● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

年３人 29 16
（18）
20

　（24） 　（30）

課      　  題 保育の中で人権の尊重、男女平等についての指導を充実させるために職員研修の充実が必要である。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

学校教育・保育全体を通した男女平等についての指導の充実 管理番号 8-2

担 当 部　課
こども未来部　幼保運営課
（H25　子育て支援課）

H27
実施予定

年度

目標数値

H28

年34人
数 値 目 標

教育・保育関係者の男女共同
参画に関する研修会への参加
者数
※上段（ ）内は予定数値

H28

　（34）

実施計画
市主催の男女共同参画職員研修に積極的且つ参加者に偏りが出ないように調整しながら、より多くの職員が参加する
よう努める。

実施計画及び実績

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

実　　績

達
成
度

担
当
課
評
価

事業成果
 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

担
当
課
評
価

事業成果
様々な立場の職員が研修に参加できたことで、より多くの職員が男女共同参画の意識をより高
めることができた。

達
成
度

年度初め、公立保育所の正規職員へ対し、積極的に参加するよう促した。
８/５男女共同参画職員研修へ保育所職員5名参加。
５/１８・１９全国女性集会に保育所職員３名が参加。

１１/１３DV防止管理職職員研修に保育所職員７名が参加。
１/２８男女共同参画講演会に保育所職員５名が参加。

残された課
題や反省点

保育時間中の研修会等の場合は、参加できる職員数が限られてしまう。また、参加者に偏りが
でないように注意する必要がある。

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 保育の中で人権の尊重、男女平等についての指導を充実させるために職員研修の充実が必要である。

計
画
・
実
績

実施計画 市主催の男女共同参画職員研修に積極的に参加する。

実　績
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10

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

０保育所 1
（ 1 ）

２
（３）
３

　（４） 　（５）

課      　  題 子どもだけでなく、保護者にも男女共同参画の視点を持ってもらう必要がある。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

男女共同参画モデル校事業の推進 管理番号 10-1

担 当 部　課
こども未来部　幼保運営課
（～H25　子育て支援課）

H27
実施予定

年度

目標数値

H28

延べ
６保育所

数 値 目 標
男女共同参画モデル校・幼稚
園・保育所の指定数
※上段（ ）内は予定数値

H28

　（６）

実施計画

・男女共同参画モデル保育所を丸亀市保育所ブロック会として、１箇所（岡田保育所）設定する。
　また、モデル園経験保育所は、その後も日々の保育所業務の中に男女共同参画の視点をもった保育の継続に努め
る。
・保育所内でモデル園事業実施計画を立て年間を通して推進。
・子どもだけでなく保護者への啓発も実施。

実施計画及び実績

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

実　　績

達
成
度

担
当
課
評
価

事業成果
 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

担
当
課
評
価

事業成果

従前より毎年１園のモデル園を設定し事業を実施するとともに、モデル園経験保育所でも継続的に事業を実施している

ことより、男女を問わず職員や保護者に男女共同参画の啓発を行うことができ、その人数も増加していると考える。

講座に参加した保護者は多く、男女共同参画の意識付けが保育所のみならず、保育や子育てをとおして各家庭の中で

強まっていると期待している。 達
成
度

25年度は土居保育所をモデル保育所として指定。保護者参加の家庭教育講座を１月に開催。講師に「中村和憲氏」を
招き、「命をつなぐ～いのち・こころ・ゆめ～」をテーマに講話いただいた。

残された課
題や反省点

モデル園設置による啓発効果を持続させていくことが必要と思われることから、今後もモデル園
事業を継続したい。
家庭教育講座講演会は、もっと多くの父親の参加を促すような工夫が必要と考える。

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 子どもだけでなく、保護者にも男女共同参画の視点を持ってもらう必要がある。

計
画
・
実
績

実施計画

・男女共同参画モデル保育所を丸亀市保育所ブロック会として、１箇所設定する。
　また、モデル園経験保育所は、その後も日々の保育所業務の中に男女共同参画の視点をもった保育の継続に努める。
・保育所内でモデル園事業実施計画を立て年間を通して推進。
・子どもだけでなく保護者への啓発も実施。

実　績
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11

H23 H24 H25 H26

● ● ● ⇒

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果 新規採用職員を含むより多くの職員が男女共同参画に関する研修会に参加することができた。

達
成
度

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
男女共同参画に関する各種研修会・講演会へ、継続的に職員を派遣していきたい。

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画 ・男女共同参画に関する各種研修会・講演会へ職員を派遣する。

実績

・香川県市町職員研修センター：テーマ「男女共同参画社会の推進」の研修会へ新規採用職員を派遣した。
・男女共同参画に関する市町村アカデミー等の各種研修会や講演会へ職員を派遣した。

課      　  題 職員が男女共同参画について理解を深めるため、継続的に学習する機会を提供する必要がある。

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 職員が男女共同参画について理解を深めるため、継続的に学習する機会を提供する必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

男女共同参画に関する学習機会の提供 管理番号 11-1

担 当 部　課 市長公室　職員課
実施予定

年度

H27 H28
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11

H23 H24 H25 H26

● ● ● ⇒

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

男女共同参画に関する学習機会の提供 管理番号 11-2

担 当 部　課 総務部　人権課
実施予定

年度

H27 H28

課      　  題
講演会等を開催する際には、時間や場所を考慮し、仕事をしている人や子育て中の男女も参加しやすいよう配慮が必
要である。

数 値 目 標
H28 目標数値

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

課      　  題
講演会等を開催する際には、時間や場所を考慮し、仕事をしている人や子育て中の男女も参加しやすいよう配慮が必
要である。

計
画
・
実
績

実施計画

託児・手話通訳の実施。
8月の同和問題週間講演会を綾歌で開催する。
12月の人権週間講演会を休日に開催する。

実　績
8月わたしたちの同和問題週間講演会を綾歌アイレックスで開催し、託児5人・手話通訳を実施した。
12月の人権週間講演会を12月1日日曜日に開催し、託児1人・手話通訳を実施した。

担
当
課
評
価

事業成果
休日に開催することで、休日にしか来られない方も講演会に参加することができるようになった。
綾歌での開催で普段遠くから来られない方でも参加することができるようになった。

達
成
度

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
今後も様々な状況におかれている人が参加しやすいように工夫していくこと。
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11

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

計
画
・
実
績

実施計画

・男女共同参画に関する講演会や講座の開催
・男女共同参画に関する図書等の充実
・講演会等の実施にあたっての配慮（託児、手話などの配置）
・職員研修の実施

実　績

担
当
課
評
価

事業成果

国が力を注ぐ「女性活躍」などをテーマに取り上げ、講演会やセミナーを実施したことで、男女共
同参画を身近な問題と捉え、理解を深める機会となった。また、各種職員研修や市女性職員が
力をつけるための研修を継続して実施でき、意識付けを図ることができた。 達

成
度

・モデル保育所職員に男女共同参画出前講座を実施した。

・モデル保育所の保護者に対し、男女共同参画講演会を開催した。

・職員・教職員男女共同参画研修、女性職員研修を実施した。

・男女共同参画コミュニティセミナー（３地区）を実施した。

・男女共同参画セミナー（１回）を開催した。

・男女共同参画講演会を開催した（託児・手話を設置）。

残された課
題や反省点

より多くの市民が男女共同参画についての理解を深めるためには、「身近な課題と男女共同参
画の関わり」についてわかりやすいテーマを選定する必要がある。今後も、市民生活に身近な
テーマで講演会やセミナーを開催する必要がある。

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

前年度の計画・担当課評価等

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

残された課
題や反省点

課      　  題 市民にとってわかりやすい男女共同参画についての学習機会を提供する必要がある。

数 値 目 標
H28

実施計画及び実績

実施計画

・男女共同参画に関する講演会や講座の開催
・男女共同参画に関する図書等の充実
・講演会等の実施にあたっての配慮（託児、手話などの配置）
・職員研修の実施

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実施予定
年度

目標数値

H28

課      　  題 市民にとってわかりやすい男女共同参画についての学習機会を提供する必要がある。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

男女共同参画に関する学習機会の提供 管理番号 11-3

担 当 部　課 総務部　人権課（男女共同参画室）
H27
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11

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

男女共同参画に関する学習機会の提供 管理番号 11-6

目標数値

H27
担 当 部　課 教育部　学校給食センター

実施予定
年度

H28

達
成
度

実施計画及び実績

実施計画

担
当
課
評
価

  一般市民の施設見学の受け入れや保護者対象の学校給食試食会において、食の大切さを理解し、食教育を
母親にまかせっきりにせず、共に協力して子育ての楽しさを分かち合うことが大切であるため、積極的な父親
及び男性参加を呼びかける。
全参加者の8％以上を男性参加の目標人数としたい。(昨年度実績：7.7％）

計
画
・
実
績

課      　  題 学校での学校給食試食会において、父親の参加が少ないことが課題である。

数 値 目 標
H28

課      　  題 学校での学校給食試食会において、父親の参加が少ないことが課題である。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

　学校給食試食会を開催して、父親及び男性への参加を呼びかけているが、出席者は
やはり母親がほとんどであるため成果が出にくい状況ではあるが、実績更新の学校が
出たり、全体としても昨年度より若干増えている。

残された課
題や反省点

　男性が参加し易い状況を考慮しながら、引き続き、給食試食会に父親及び男性の参加
を呼びかけたい。

前年度の計画・担当課評価等

残された課
題や反省点

事業成果

実施計画

  一般市民の施設見学の受け入れや保護者対象の学校給食試食会において、食の大切さを理解し、食教育を
母親にまかせっきりにせず、共に協力して子育ての楽しさを分かち合うことが大切であるため、積極的な父親
及び男性参加を呼びかける。
全参加者の8％以上を男性参加の目標人数としたい。(昨年度実績：7.2％）

実　績

　男性参加者は例年非常に少なく、横ばい状態の傾向にある中、今年度は教育民生委員をはじめ市議会議員
20名の参加に加え、9名参加の学校が出たり、学校給食週間時に本庁で始めて開催した試食会に13名の参加
をいただいたりで、参加者740名のうち男性57名（約7.7％）の結果となった。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 ■　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

達
成
度
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11

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

男女共同参画に関する学習機会の提供 管理番号 11-7

H27 H28

担
当
課
評
価

事業成果

前年度の計画・担当課評価等

実施計画及び実績

実施計画
・男女共同参画週間（6/23～6/29）に併せて特設展を開催し、関連本の展示、貸出を行う。
・男女共同参画に関する図書等の充実を図り、より啓発できるような図書を精選し、貸出を促進する。

実　　績

H28 目標数値

担 当 部　課

課      　  題
男女共同参画についての理解を深めるために、利用者が自分らしく生きることを考え、自覚を促すような資料を提供する
必要性がある。

数 値 目 標

教育部　図書館
実施予定

年度

残された課
題や反省点

計
画
・
実
績

実施計画
・男女共同参画週間（6/23～6/29）を含む６月に特設展を開催し、関連本の展示、貸出を行う。
・男女共同参画に関する図書等の充実を図り、より啓発できるような図書を精選し、貸出を促進する。

実　績

事業成果担
当
課
評
価

□　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

達
成
度

男女共同参画週間（6/23～6/29）に併せて、テーマを設けて資料を提供することにより、利用者
に男女共同参画をＰＲし、市民が男女共同参画に気軽に触れる機会を提供することができた。

達
成
度

残された課
題や反省点

これからも男女共同参画に関連した情報提供をしていくために、常に新しく多岐にわたる情報を
敏感に入手するよう心がけ、精選した図書の購入等に努めたい。また、中央館だけでなく、綾歌
館や飯山館でも同様に特設展を開催し、ＰＲに努めたい。

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題
男女共同参画についての理解を深めるために、利用者が自分らしく生きることを考え、自覚を促すような資料を提供する
必要性がある。

・特設展の開催
　男女共同参画週間（6/23～6/29）に併せて、男女共同参画に関連する本(約８０冊)を展示し、貸出しを行った。
・男女共同参画に関連する図書を７１冊を受入。
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11

H23 H24 H25 H26

● ● ⇒

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果
家族の絆、子育てを楽しむ気持ちの大切さを感じ取れる計画が多く、計画する保育士の意識向
上にもつながっている。

達
成
度

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

保育所には数年間継続して通う幼児が多いことから、毎年講演会に参加してくれている保護者
に飽きの来ないテーマ・議題や講師の招聘など、４～５年計画でテーマ等を考えることも必要と
考える。

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画
・各保育所において保護者を対象に、子育てに関する講演や男女共同参画への意識を高めるために家庭教育講座を
計画・実施する。

実　績

講演会を開催する園においては講師の話の前後に保育園児のミニ発表会を実施し、保護者の参加率向上を図った。親
子オリエンテーションを実施する園においては、親子のふれあい重視の手軽な遊びを実体験してもらった。また、講演会
の後に給食参観などをする園もあった。

課      　  題 より多くの保護者に子育ての楽しみや男女共同参画の視点を持ってもらう必要がある。

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 より多くの保護者に子育ての楽しみや男女共同参画の視点を持ってもらう必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

男女共同参画に関する学習機会の提供 管理番号 11-8

担 当 部　課
こども未来部　幼保運営課
（～H25　子育て支援課）

実施予定
年度

H27 H28
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11

H23 H24 H25 H26

●

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

男女共同参画に関する学習機会の提供 管理番号 11-9

担 当 部　課 産業文化部　産業振興課
実施予定

年度

H27 H28

課      　  題

数 値 目 標
H28 目標数値

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

課      　  題
男女共同参画社会の実現のためには、講演会等を開催する時、子育て中の男女も参加しやすくなるよう配慮が必要で
ある。

計
画
・
実
績

実施計画 講演会や経営セミナーの開催時に、子育て中の方が参加しやすいよう託児を実施する。

実　績
・11月開催の産業振興計画策定記念講演会において託児所を設置した。
・3月開催の産業振興セミナーの講師に、全国的に活躍している女性の経済専門家を招き、学習機会を提供した。

担
当
課
評
価

事業成果 男女共同参画の視点に立った講演会の運営に努めることができた。

達
成
度

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
今後も機会あるごとに学習機会の提供に努めたい。
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11

H23 H24 H25 H26

○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

課      　  題

実　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

残された課
題や反省点

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

実　　績

達
成
度

担
当
課
評
価

事業成果

数 値 目 標
H28

実施計画
・父親の子育てに対する関心を深めることや、子どもとの参加機会を増やすために、バードウォッチングや自然観察会な
どの学習会を実施する際には、開催日や参加呼びかけにおいて配慮する。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実施計画及び実績

残された課
題や反省点

実施予定
年度

目標数値

H28

課      　  題 学習会を実施する際、男女共同参画の視点に配慮する必要がある。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

男女共同参画に関する学習機会の提供 管理番号 11-10

担 当 部　課 生活環境部　環境安全課
H27
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12

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

― ０人
（ ０人 ）

０人
（17人）
　６人

（18人） （19人）

計
画
・
実
績

実施計画

・地域コミュニティなどが取り組む男女共同参画に関する学習活動への支援として講師を派遣する。
・人権リーダー養成講座の中で、男女共同参画に関するテーマを設け、障がい者、児童、男女共同参画などの
  課題について啓発する人権啓発推進リーダーを養成する。

実　績

担
当
課
評
価

事業成果

地域コミュニティでセミナーを継続的に実施でき、多くの方に参加していただけた。
また、はじめて人権リーダー養成講座を開催し、ＤＶ問題など男女共同参画に関わるテーマも課
題として取り組んでいただいた。 達

成
度

・地域コミュニティへ男女共同参画セミナー講師を派遣。
　　H25.6.8　　　富熊コミュニティ　『介護にもさんかくの風を』　95名参加
　　H25.7.26　　城坤コミュニティ　『円満な人間関係を保つ聞き方・話し方～一人ひとりを尊重して～』　33名参加
　　H26.2.15　　垂水コミュニティ　『介護にもさんかくの風を』　37名参加
・人権リーダー養成講座の中で人権啓発推進リーダーを養成した。

残された課
題や反省点

地域での男女共同参画づくりの気運を高めるために、人権リーダーをはじめ多くの人に啓発を
行ってもらえる仕組みづくりに努める必要がある。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 ■　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

前年度の計画・担当課評価等

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

残された課
題や反省点

課      　  題
男女ともに多くの市民が男女共同参画セミナーに参加する機会が増えるよう開催案内周知を積極的に行う必要があ
る。

数 値 目 標
男女共同参画を推進する
リーダーの登録者数
※上段（ ）内は予定数値

H28

（20人）

実施計画及び実績

実施計画
・地域コミュニティなどが取り組む男女共同参画に関する学習活動への支援として講師を派遣する。
・昨年に引き続き、人権リーダー養成講座の中で、男女共同参画に関するテーマを設け、障がい者、児童、
　男女共同参画などの課題について啓発する人権啓発推進リーダーを養成する。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実施予定
年度

目標数値

H28

20人

課      　  題
男女ともに多くの市民が男女共同参画セミナーに参加する機会が増えるよう開催案内周知を積極的に行う必要があ
る。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

地域・家庭に向けた生涯学習の推進 管理番号 12-1

担 当 部　課 総務部　人権課（男女共同参画室）
H27



 

36 

 

13

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

マンネリにならないよう人権フォトコンテスト等の新たな手法もを検討し、今まで人権に触れる機
会がなかった人に関心を持っていただけるようにしていく。

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実　　績

課      　  題 人権が尊重されることは男女共同参画社会の基本であり、常に人権意識を育てる必要がある。

担
当
課
評
価

事業成果
人権作品展、表彰式を講演会と同時に開催することで、小中学生の人権作品に触れることがで
き、講演会参加者や作品展に応募した児童生徒、家族等の人権意識を高めることができた。

達
成
度

広報8月号にわたしたちの同和問題週間特集記事「誰もが住みよい街づくり」を掲載。
広報12月号に人権週間特集記事「インターネットと人権」を掲載。
12月1日（日）人権週間講演会（人権作品展、表彰式含む）開催。

残された課
題や反省点

残された課
題や反省点

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

・人権週間等における講演会の開催
・広報紙特集記事の掲載
・新しい試みとして、人権週間講演会にあわせて人権作品展を開催する。

実　績

実施計画及び実績

実施計画

・人権週間等における講演会の開催
・広報紙特集記事の掲載
・人権週間講演会にあわせて人権作品展を開催する。
・人権フォトコンテストを開催する。

H28

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

実施予定
年度

目標数値

H28

課      　  題 人権が尊重されることは男女共同参画社会の基本であり、常に人権意識を育てる必要がある。

数 値 目 標

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権が尊重される社会づくりに向けての啓発 管理番号 13-1

担 当 部　課 総務部　人権課
H27
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14

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

課      　  題 メディアが人々の意識形成等に与える影響は大きいことから、表現方法には注意をはらう必要がある。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-1

課      　  題 情報発信の際は常に人権尊重の視点に立ち、表現方法には注意をはらう必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

担 当 部　課 市長公室　秘書広報課
実施予定

年度

H27 H28

前年度の計画・担当課評価等

実施計画及び実績

実施計画
・丸亀市暮らしの便利帳改訂版の発行にあたり、人権尊重に配慮する。
・広報丸亀やホームページにおける表現、内容等のチェックをより強化する。

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

達
成
度

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

計
画
・
実
績

実施計画

・広報丸亀を編集する際、文章、イラスト等において性別の固定観念が入らないよう配慮した紙面とする。
・ホームページにおける表現、内容等のチェックをより強化する。
・新しい言葉や意味が変化している言葉は、人権に十分に配慮して使用する。

実績 ・市民に提供する情報は人権に配慮した表現や内容とするとともに、チェックをより強化することを心がけた。

残された
課 題や
反省点

男女を問わず、様々な年齢層の市民にわかりやすい表現にする必要がある。

担
当
課
評
価

事業成果
広報丸亀やホームページ等における表現や内容のチェックを行うことで、市民への影響に配慮す
ることができた。
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14

H23 H24 H25 H26

● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27
数 値 目 標

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-4

担 当 部　課 市長公室　政策課
H27

H28

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

実施予定
年度

実施計画 ・「第三次行政改革計画」を作成するにあたり、女性や子どもの人権を尊重した表記にする。

実　　績

目標数値

H28

課      　  題
情報を発信する際、表現の自由があるがゆえに人権を侵害する表現が見受けられることがある。常に人権尊重の視点
を持って表現する必要がある。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

前年度の計画・担当課評価等

実施計画及び実績

担
当
課
評
価

事業成果

残された課
題や反省点

実　績

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

達
成
度

残された課
題や反省点

課      　  題

計
画
・
実
績

実施計画
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14

H23 H24 H25 H26

● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

生活環境部　スポーツ推進課
実施予定

年度

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-5

H27

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題

H28

達
成
度

実施計画及び実績

実施計画
「スポーツホームタウン丸亀」としてＦacebookにより情報発信を行う。情報発信を行う際には、人権尊重及び男女共同参
画の視点に立って写真や文章の表現に十分気をつける。

実　　績

担 当 部　課

課      　  題 情報発信の際は常に人権尊重の視点に立ち、表現方法に注意を払う必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

残された課
題や反省点

担
当
課
評
価

事業成果

計
画
・
実
績

担
当
課
評
価

事業成果

実施計画

実　績

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

達
成
度
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14

H23 H24 H25 H26

● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果
・人権感覚を大切にし、プライバシー侵害のない表現となるよう配慮することができたとともに、市
民の方に分かりやすく受け入れやすい内容や表記とすることができた。

達
成
度

・「丸亀げんきっ子夢プラン」作成委員会を開催し、内容とともに表記についても検討を進めた。
　　4月18日、6月5日、7月10日、9月20日、10月28日、12月11日に開催（年間6回）
・「かめっこ」の発行にあたっては、常に人権感覚を大切にし、プライバシーの侵害がないように配慮した。
　（4月号・6月号・8月号、10月号、12月号、2月号発行）

残された課
題や反省点

・今後も、常にさまざまな場面において、人権感覚を大切にし、プライバシーの侵害とならないよう
な配慮を欠かさないようにすることが大切である。

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

計
画
・
実
績

実施計画
○「丸亀げんきっ子夢プラン」の作成や育成だより「かめっこ」の発行にあたり、女性や子どもの人権を尊重した表記にす
る。

実　績

実　　績

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

実施計画

前年度の計画・担当課評価等

目標数値

H28

課      　  題 情報を発信する際には、常に人権尊重の視点を持って表現する必要がる。

○育成だより「かめっこ」の発行にあたり、女性や子どもの人権を尊重した表記にする。

課      　  題 情報を発信する際には、常に人権尊重の視点を持って表現する必要がる。

実施計画及び実績

残された課
題や反省点

H28
数 値 目 標

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-7

実施予定
年度

担 当 部　課 教育部　学校教育課
H27
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14

H23 H24 H25 H26

● ⇒

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果

  学校給食展でのロビーの展示物を熱心に見学する男性が、年齢に関係なく数人見受けられ
た。
  初めて試みた試食会への男性参加者も40人中13名（32.5％）いて、食べながら感想を話し合っ
たり、関心を持たれている様子がうかがえた。 達

成
度

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
　今後予定しているロビー展示において、男性にもわかり易く、興味や関心の持てる内容表現に
配慮していく。

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画
  ホームページやロビー展示において、学校給食に関する情報を提供する際には、女性だけでなく男性にもわかりやす
く、また興味・関心をもちやすい内容に配慮する。

実　績

  ホームページや給食だよりの中で、食に関することは女性だけのものととられないような表現を心掛けた。
  初めて試みた学校給食週間時の、本庁会議室での給食試食会の様子や、地域の生産者の方との交流会の様子等、
ホームページを利用して参加を呼びかけたり、写真を掲載して報告することで、親しみ易い内容になるよう配慮した。

課      　  題
学校給食に関する情報を提供するにあたり、性別による固定的な役割分担意識にとらわれないような表現をする必要
がある。

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題
学校給食に関する情報を提供するにあたり、性別による固定的な役割分担意識にとらわれないような表現を
する必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-8

担 当 部　課 教育部　学校給食センター
実施予定

年度

H27 H28
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14

H23 H24 H25 H26

●

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進＊ 管理番号 14-9

担 当 部　課
こども未来部　幼保運営課
（Ｈ25　子育て支援課）

実施予定
年度

H27 H28

課      　  題

数 値 目 標
H28 目標数値

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

課      　  題 情報を発信する際には、常に人権尊重の視点を持って表現する必要がある。

計
画
・
実
績

実施計画 ・「丸亀げんきっ子夢プラン」の作成にあたり、女性や子どもの人権を尊重した表記にする。

実　績

・「丸亀げんきっ子夢プラン」作成委員会を開催し、内容とともに表記についても検討を進め、人権尊重に留意したプラン
を作成した。
　　(4月18日、6月5日、7月10日、9月20日、10月28日、12月11日に開催)

担
当
課
評
価

事業成果

丸亀市の「就学前教育・保育（乳幼児教育）」の理念が初めて明文化された。これによって本市
の子どもたちが保育所や幼稚園など、どこに在籍していても同じ理念のもと、質の高い教育・保
育を受けられることになった。また、人権尊重の視点にたった表現となるよう配慮し、市民の方に
もわかりやすい内容、表記を心がけた。 達

成
度

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
今後も常に人権感覚を大切にし、人権を尊重した表現となるよう留意することが大切である。
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14

H23 H24 H25 H26

●

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-10

担 当 部　課
こども未来部　幼保運営課
（Ｈ25　政策課）

実施予定
年度

H27 H28

課      　  題

数 値 目 標
H28 目標数値

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

課      　  題
情報を発信する際、表現の自由があるがゆえに人権を侵害する表現が見受けられることがある。常に人権尊重の視点
を持って表現する必要がある。

計
画
・
実
績

実施計画
・「第二次協働推進計画」、「丸亀げんきっ子夢プラン」、「子ども子育て支援事業計画」を作成するにあたり、女性や子ど
もの人権を尊重した表記にする。

実　績

・「第二次協働推進計画」は、自治推進委員会でも審議やパブリックコメントを行いながら策定を進めた。一段先のステップへ向けた行動指
針とするため、「協働実行計画」と名称を改めた。
・就学前の子どもがどこの施設に在籍していても健やかな成長のための適切な環境が確保され、等しく質の高い教育・保育を受けられる
よう、幼稚園と保育所の職員が共同で「丸亀げんきっ子夢プラン」を策定し、計画が目指す子ども像を明確にした。
・「子ども子育て支援事業計画」は来年度半ばに向けて現在策定を進めている。

担
当
課
評
価

事業成果
「丸亀市協働実行計画」及び「丸亀げんきっ子夢プラン」の策定にあたり、意見聴取の機会確保
や、女性や子どもをはじめすべての人の人権を尊重した表記を心がけた。

達
成
度

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
・引き続き市民に対する情報発信の際には、人権を尊重した表現に留意する必要がある。

管理番号14－9へ統合

管理番号14－9へ統合
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14

H23 H24 H25 H26

○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

達
成
度

残された課
題や反省点

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

計
画
・
実
績

実施計画

前年度の計画・担当課評価等

担
当
課
評
価

事業成果

実施計画
市民からの問い合わせに対し、税金の仕組みを分かりやすく人権尊重に配慮した表現での説明を徹底する。そのため
に、職員の意識・知識を高めていく。また税制度の周知において、市広報やホームページ等で、イラストを使用するなど
わかりやすい表現に努める。

実　績

達
成
度

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

残された課
題や反省点

課      　  題
近年、税制度が複雑多様化しており市民への周知が難しくなっている。広報・ホームページ等において、人権尊重に配
慮した表現とともにこれまで以上にわかりやすい情報提供に努める必要がある。

数 値 目 標
H28

実施計画及び実績

総務部　税務課
実施予定

年度

H27

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

目標数値

H28

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-11

担 当 部　課
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14

H23 H24 H25 H26

○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-12

担 当 部　課 健康福祉部　健康課
実施予定

年度

H27 H28

課      　  題 情報発信の際は常に人権尊重の視点に立ち、表現方法に注意をはらう必要がある。

数 値 目 標

H28 目標数値

実施計画及び実績

実施計画
平成25年9月に丸亀市民の歯と口腔の健康づくり推進条例が施行されたため、ライフステージごとに男女の別なく役割を
周知・啓発し、健康づくりに努める。周知・啓発用チラシ等を作成する際は、人権に配慮した表現方法とする。

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

実　績

課      　  題

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
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14

H23 H24 H25 H26

● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果
「丸亀市協働実行計画」及び「丸亀げんきっ子夢プラン」の策定にあたり、意見聴取の機会確保
や、女性や子どもをはじめすべての人の人権を尊重した表記を心がけた。

達
成
度

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
・引き続き市民に対する情報発信の際には、人権を尊重した表現に留意する必要がある。

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

課      　  題
情報を発信する際、表現の自由があるがゆえに人権を侵害する表現が見受けられることがある。常に人権尊重の視点
を持って表現する必要がある。

計
画
・
実
績

実施計画
・「第二次協働推進計画」、「丸亀げんきっ子夢プラン」、「子ども子育て支援事業計画」を作成するにあたり、女性や子ど
もの人権を尊重した表記にする。

実　績

・「第二次協働推進計画」は、自治推進委員会でも審議やパブリックコメントを行いながら策定を進めた。一段先のステップへ向けた行動指
針とするため、「協働実行計画」と名称を改めた。
・就学前の子どもがどこの施設に在籍していても健やかな成長のための適切な環境が確保され、等しく質の高い教育・保育を受けられる
よう、幼稚園と保育所の職員が共同で「丸亀げんきっ子夢プラン」を策定し、計画が目指す子ども像を明確にした。
・「子ども子育て支援事業計画」は来年度半ばに向けて現在策定を進めている。

実施計画及び実績

実施計画 ・子ども子育て支援事業計画の作成にあたり、女性や子どもの人権に配慮した表記にする。

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 情報を発信する際には、常に人権尊重の視点を持って表現する必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-13

担 当 部　課
こども未来部　子育て支援課
（Ｈ25　政策課）

実施予定
年度

H27 H28
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14

H23 H24 H25 H26

●

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果
「丸亀市協働実行計画」及び「丸亀げんきっ子夢プラン」の策定にあたり、意見聴取の機会確保
や、女性や子どもをはじめすべての人の人権を尊重した表記を心がけた。

達
成
度

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
・引き続き市民に対する情報発信の際には、人権を尊重した表現に留意する必要がある。

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

課      　  題
情報を発信する際、表現の自由があるがゆえに人権を侵害する表現が見受けられることがある。常に人権尊重の視点
を持って表現する必要がある。

計
画
・
実
績

実施計画
・「第二次協働推進計画」、「丸亀げんきっ子夢プラン」、「子ども子育て支援事業計画」を作成するにあたり、女性や子ど
もの人権を尊重した表記にする。

実　績

・「第二次協働推進計画」は、自治推進委員会でも審議やパブリックコメントを行いながら策定を進めた。一段先のステップへ向けた行動指
針とするため、「協働実行計画」と名称を改めた。
・就学前の子どもがどこの施設に在籍していても健やかな成長のための適切な環境が確保され、等しく質の高い教育・保育を受けられる
よう、幼稚園と保育所の職員が共同で「丸亀げんきっ子夢プラン」を策定し、計画が目指す子ども像を明確にした。
・「子ども子育て支援事業計画」は来年度半ばに向けて現在策定を進めている。

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-14

担 当 部　課
生活環境部　市民活動推進課
（H25　政策課）

実施予定
年度

H27 H28
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14

H23 H24 H25 H26

○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

実　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

残された課
題や反省点

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

実　　績

達
成
度

担
当
課
評
価

事業成果

数 値 目 標
H28

実施計画 ・学習会開催案内チラシ等を作成する際には、人権に配慮した表現にする。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実施計画及び実績

残された課
題や反省点

実施予定
年度

目標数値

H28

課      　  題 情報を発信する際には、人権尊重の視点を持って表現する必要がある。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-15

担 当 部　課 生活環境部　環境安全課
H27
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14

H23 H24 H25 H26

○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

実　績

課      　  題

実施計画及び実績

実施計画 ユニバーサルデザインを活用し、多くの人にとって分かりやすい表現となる公園看板の整備。

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 情報発信する際には、人権尊重の視点に留意した表現に努める必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-16

担 当 部　課 建設水道部　都市計画課
実施予定

年度

H27 H28



 

50 

 

14

H23 H24 H25 H26

○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

実　績

課      　  題

実施計画及び実績

実施計画 産業振興にかかるチラシや刊行物、メディアへの発信情報等において人権に配慮した表現方法を推進する。

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 産業振興にかかる情報発信の機会が増加しており、人権尊重の視点に立った表現に留意する必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14－17

担 当 部　課 産業文化部　産業振興課
実施予定

年度

H27 H28
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14

H23 H24 H25 H26

○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

実　績

課      　  題

実施計画及び実績

実施計画
丸亀お城まつりの「まるがめ城下町こだわり大物産展」において「地産地消」のパンフレッをト配布。農村の元気
な女性についてもＰＲしていきたい。

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 情報発信の際には人権尊重に配慮した表現にする必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-18

担 当 部　課 産業文化部　農林水産課
実施予定

年度

H27 H28
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14

H23 H24 H25 H26

○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

実　績

課      　  題

実施計画及び実績

実施計画
議会情報提供の充実を図るため、毎年、議会だよりやホームページの改良を加えており、今年度はホームページ上で
議会中継のインターネット配信を予定し、これまで同様、人権に配慮した画面づくりや紙面づくりに努める。

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題
開かれた議会を目指すため、積極的な議会情報の提供を推進していく中、人権尊重に留意したホームページや議会だ
よりの作成に努める必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

人権尊重の視点に留意した表現の推進 管理番号 14-19

担 当 部　課 議会事務局
実施予定

年度

H27 H28
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15

H23 H24 H25 H26

　 ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

実　績

課      　  題

実施計画及び実績

実施計画
○各小・中学校における、メディア・リテラシー教育や情報モラル教育の実施
〇メディア･リテラシー教育や情報モラル教育を行う教員のための研修会の実施
〇メディア・リテラシー教育や情報モラル教育を行うための、ソフトウェア等の整備

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題 子どもたちのメディア・リテラシーを高めることが必要である。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

メディア・リテラシー向上のための学習環境の整備 管理番号 15-1

担 当 部　課 教育部　学校教育課
実施予定

年度

H27 H28
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16

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

計
画
・
実
績

実施計画
・人権侵害に関する相談窓口や救済機関などの情報を提供する。（広報丸亀・ホームページ等）
・被害者の実情にあわせた保護・救済措置がとられるよう関係機関へつなげていく。

実　績

担
当
課
評
価

事業成果 情報の提供により、外国人や様々な人が相談に訪れるようになった。

達
成
度

広報２月号に人権コラムを掲載し,「性同一性障害」の相談窓口などの情報を提供した。
ホームページの暮らしのカレンダーに「人権擁護委員に相談を」を掲載し、月1回市役所内で人権相談を実施している。

残された課
題や反省点

人権侵害に関する相談窓口や救済機関などの周知を単発に終わらせず継続することが大切で
ある。

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

前年度の計画・担当課評価等

実　　績

H28

残された課
題や反省点

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

DV、職場等におけるセクシュハル・ハラスメント、ストーカー行為などの人権侵害を受ける前から相談窓口や救済体制
の情報を周知しておく必要がある。

数 値 目 標

実施計画及び実績

実施計画 ・人権侵害に関する相談窓口や救済機関などの情報を提供する。（広報丸亀・ホームページ等）

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

実施予定
年度

目標数値

H28

課      　  題

課      　  題
DV、職場等におけるセクシュハル・ハラスメント、ストーカー行為などの人権侵害を受ける前から相談窓口や救済体制
の情報を周知しておく必要がある。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

相談窓口・救済体制などの情報提供のシステム整備 管理番号 16-1

担 当 部　課 総務部　人権課
H27
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16

H23 H24 H25 H26

● ● ● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

計
画
・
実
績

実施計画
・「丸亀市家庭等における暴力対策連絡会」を活用して、相談体制の整備及び各関係機関と連携をはかる。
・ＤＶ対策ネットワークにおいて、各課、各関係機関と連携をはかる。

実　績

担
当
課
評
価

事業成果

・連絡会では障害者虐待防止等支援ネットワークが構成者として新たに加わり、丸亀市の現状
などの情報を共有し、関係機関相互の連携強化に努めることを共通認識できた。
・ＤＶ被害者に対する各課での支援等に関して、相互理解が図られた。 達

成
度

・ＤＶ対策ネットワーク会議を２回開催
・H25.6.27　「丸亀市家庭等における暴力対策連絡会」を開催し、家庭等における女性や子ども、高齢者、
　障がい者等の弱い立場にある者に対する暴力対策について、実態把握及び情報交換し、関係機関との
　連携強化に努めた。

残された課
題や反省点

関係者がお互いに連携が取りやすくなるよう、継続した連絡会の開催が必要である。また、ＤＶ
被害者に対して、現状に合わせた支援につながるよう各課の連携も継続的に図っていく必要が
ある。

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

前年度の計画・担当課評価等

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

残された課
題や反省点

課      　  題 さまざまな人権に関する問題を解決するために、既存の連絡会の連携強化により、情報共有などに努める必要がある。

数 値 目 標
H28

実施計画及び実績

実施計画
・「丸亀市家庭等における暴力対策連絡会」を活用して、相談体制の整備及び各関係機関と連携をはかる。
・ＤＶ対策ネットワークにおいて、各課、各関係機関と連携をはかる。

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

実施予定
年度

目標数値

H28

課      　  題 さまざまな人権に関する問題を解決するために、既存の連絡会の連携強化により、情報共有などに努める必要がある。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

相談窓口・救済体制などの情報提供のシステム整備 管理番号 16-2

担 当 部　課 総務部　人権課（男女共同参画室）
H27
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16

H23 H24 H25 H26

● ● ● ⇒

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

相談窓口・救済体制などの情報提供のシステム整備 管理番号 16-3

担 当 部　課 健康福祉部　高齢者支援課
実施予定

年度

H27 H28

課      　  題
高齢者が自分らしく生活できるように高齢者虐待予防等の啓発や多職種により協働支援できるよう、さらに関係機関と
の連携に努める必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画

・高齢者虐待防止等のパンフレットの配布、出前講座による啓発
・高齢者虐待防止実務者会議を開催し、関係機関での研修、連携を強化
・成年後見制度の周知等を出前講座などにより実施
・成年後見制度の市長申立の実施

実　績

・高齢者虐待防止等のパンフレットの配布や市ホームページによる啓発の実施

・高齢者虐待防止等実務者会議を3回開催し、昨年度の高齢者虐待の状況についての報告、関係機関との情報交換及び事例検討を行った。また、介護予防支援

委託先の介護支援専門員対象に実施した介護予防ケアマネジメント研修・連絡会において、高齢者虐待の状況の報告及び虐待予防・早期発見対応に関する啓

発を行った。

・消費者被害の予防・啓発としてパンフレットを作成・配布し、関係機関との連携体制を整備した。

・成年後見制度についてのシンポジウム等を開催し、普及啓発を行った。

・高齢者虐待に関する相談人数　　　24 人　（被虐待者内訳　男性3人・女性21人、虐待者　男性20人・女性4人）

・成年後見制度に関する相談延べ人数　64人

・成年後見制度の市長申立件数　　　　5件

課      　  題
高齢者が自分らしく生活できるように高齢者虐待予防等の啓発や多職種により協働支援できるよう、さらに関係機関と
の連携に努める必要がある。

担
当
課
評
価

事業成果

高齢者虐待防止等に関するネットワークの強化を図ることにより、多職種による協働支援に努め
た。また、虐待者・被虐待者を男女別に把握し、関係者会等において報告し今後の防止への検
討資料とした。 達

成
度

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

残された課
題や反省点

市民・各関係事業所へ虐待等の相談窓口の周知を継続して行い、早期発見・予防を図る必要が
ある。
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16

H23 H24 H25 H26

● ● ⇒

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果
丸亀市家庭等における暴力対策連絡会に参加することで障害者虐待防止ネットワークの
周知を図れた。

達
成
度

 ■　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点
相談窓口などのシステム整備は出来たので、今後は被害者の状況に配慮した、切れ目な
い保護、自立支援に向けて充実させていきたい。

残された課
題や反省点

前年度の計画・担当課評価等

計
画
・
実
績

実施計画
丸亀市家庭等における暴力対策連絡会と連携し、障害者虐待防止ネットワークを充実していくことで、相談・救
済体制を整備していく。

実　績

丸亀市障害者虐待防止等ネットワークの代表者会議と位置付ける家庭等における暴力対策連絡会に参加する
ことで、障害者虐待防止センターなどの障害者虐待防止ネットワークについて周知し、ネットワーク整備を図っ
た。

課      　  題
障がい者の自立及び社会参加を促すため、障害者虐待防止法に基づき、障がい者虐待の相談窓口、救済体制
などのシステムを整備する必要がある。

実施計画及び実績

実施計画

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

課      　  題
障がい者の自立及び社会参加を促すため、障害者虐待防止法に基づき、障がい者虐待の相談窓口、救済体制
などのシステムを整備する必要がある。

数 値 目 標
H28 目標数値

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

相談窓口・救済体制などの情報提供のシステム整備 管理番号 16-4

担 当 部　課 健康福祉部　福祉課
実施予定

年度

H27 H28
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16

H23 H24 H25 H26

● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

課      　  題 市内で生活する外国人が、様々な問題を自ら解決できるよう、相談窓口や救済機関の情報提供に努める必要がある。

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

相談窓口・救済体制などの情報提供のシステム整備 管理番号 16-5

課      　  題 市民の日常生活における相談を一括して受け付ける窓口が必要となっている。

数 値 目 標
H28 目標数値

担 当 部　課 市長公室　秘書広報課
実施予定

年度

H27 H28

前年度の計画・担当課評価等

実施計画及び実績

実施計画 ・いつでも要望や意見を聴取できる体制を整える。

実　　績

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%残された課

題や反省点

達
成
度

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

計
画
・
実
績

実施計画 ・必要な情報を入手しやすい環境を整える。

実績

・相談に来られた外国人には、必要に応じて各関係機関の相談窓口の情報を提供した。
・自ら問題解決する助けとなるよう、ホームページに関係機関先へのリンクを貼りつけた。
・国際交流協会のフェイスブックを開設した。

残された
課 題や
反省点

情報提供していることを外国人だけでなく、外国人に関わる日本人にもＰＲすることが必要であ
る。

担
当
課
評
価

事業成果
ホームページに関係機関先へのリンクを貼り付け、男女を問わず市内で生活する外国人が、必
要な情報をより簡単に入手できる環境づくりに努めた。また、国際交流協会のフェイスブックを開
設することにより、タイムリーな情報を流せるようになった。
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16

H23 H24 H25 H26

● ○

現状数値 H23 H24 H25 H26 H27

担
当
課
評
価

事業成果
・学校や保護者からの相談を受け、保護者と相談を重ねたり、学級の補助に入ったりするなど、
その内容に応じた対応を行うことができた。

達
成
度

・小学校、中学校、特別支援学校経験者の男女4名を増員配置し６名体制で、学校や保護者からの、生徒指導上の問
題や特別支援教育に係る問題に対応した。

残された課
題や反省点

・学校や保護者からの相談数は増えてきており、内容も多岐にわたっているため、現状の人数
ではきめ細かに対応することが難しい。
・昨年制定された「いじめ防止対策推進法」への対応を推進する必要がある。

 □　ほぼ100%
 ■　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

計
画
・
実
績

実施計画
○学校問題解決支援チームの設置
　昨年度までいた指導主事とスクールカウンセラーに加え、新たに４名増員し、学校の様々な問題の解決にあたる。

実　績

実　　績

 □　ほぼ100%
 □　75%程度
 □　50%程度
 □　25%程度
 □　ほぼ0%

担
当
課
評
価

事業成果

達
成
度

実施計画

前年度の計画・担当課評価等

目標数値

H28

課      　  題
いじめなどにより人権の侵害を受けた被害者（児童・生徒やその保護者）を速やかに救済できるよう、関係機関との連携
を深める必要がある。

○学校教育サポート室の設置
　昨年度の学校問題解決支援チームを学校教育サポート室とし、室長を配置し、スクール・ソーシャル・ワーカーや弁護
士なども加え、学校の様々な問題の解決にあたる。

課      　  題
いじめなどにより人権の侵害を受けた被害者（児童・生徒やその保護者）を速やかに救済できるよう、関係機関との連携
を深める必要がある。

実施計画及び実績

残された課
題や反省点

H28
数 値 目 標

「第２次男女共同参画プランまるがめ」進行管理表

事　業
番　号

相談窓口・救済体制などの情報提供のシステム整備 管理番号 16-6

実施予定
年度

担 当 部　課 教育部　学校教育課
H27

 

 


